２　試用期間に関する規定
第○条（試用期間）

１．従業員は、採用した日から○カ月間を試用期間とし、試用期間が終了し会社が認めた場合は本採用とする。ただし、会社が特に認めたときはこの期間を短縮すること、又は設けないことがある。

２．試用期間中の労働条件については個別に定める。

３．第１項に定めた試用期間中に本採用の可否を決定することが適当でない場合、入社の日から１年を超えない範囲で延長することがある。

４．試用期間中に次の項目に該当した場合、本採用を拒否する。本採用の拒否は試用期間満了前であっても行うことができる。

(1)　採用選考時及び採用時に提出した書類の記載事項又は採用選考時に本人が述べた内容に、虚偽事項があると判明したとき

(2)　業務遂行に支障をきたすおそれのある既往症があることがわかったとき

(3)　不適切な言動があり、又は職場における協調性に欠けると判断されるとき

(4)　正当な理由無く、無断で遅刻・早退・欠勤したとき

(5)　管理職、専門職など地位を特定されて採用されたもので会社の求める水準にないとき

(6)　その他、前各号に準ずる程度の事由があったとき

５．試用期間は勤続年数に通算する。
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